
令和７年度　評価項目の達成及び取組状況 荘原幼稚園
学校関係者評価

達成及び取組状況 評価（点数式） 評　価（記述式）
達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により
段階評価を行う。

学校関係者（幼稚園運営協議会）の評価（意見）を取りまとめ記載す
る。

自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善策や次年度の目標を
具体的に示す。

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指した
学級経営を行っているか。

○教育目標やめざす幼児像等、全職員で共通理解し、そこから各学年の学級経営
に反映するよう努めてきた。
○毎月、月末に「担任会」を設定し、自分自身の保育について反省と評価をすること
で、めあての見直し、今後の保育計画について具体的な方策を見いだし、実践してき
た。
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②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の姿
から課題を捉えて保育を行っている
か。

○日々、学級の担任や補助教諭と共通理解を図り、幼児を多面的にとらえるよう努
めてきた。
○毎月担任会を開催し各学級の幼児たちについて情報交換を行いながら、一人一
人の発達や課題を見いだし、幼児理解につなげている。
○発達に合わせた保育活動を展開することによって幼児一人一人の個性が引き出
され、のびのびと自己発揮できるよう工夫していった。
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③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態や
課題を明確にし、計画的・組織的に指
導を行っているか。

○支援を要する幼児については、特別支援補助教諭や補助員と連携を図り、その幼
児の特性を理解した上で、よりよい関わり方について工夫し、実践している。
○特別支援教育コーディネーターを窓口として、関係機関と綿密な連携を図り、情
報提供や交換を実施している。
○必要な情報を保護者へ伝えたり、課題等を共通理解し、共に支える姿勢で取り組
んできた。
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④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、幼
児に人権意識の芽生えを培うように配
慮しているか。

○幼児の自尊感情や相手を思う優しさ、気遣いが養えるよう、人との関わりについて
発達に合わせた内容を、学級経営の中に位置づけている。
○幼児一人一人を肯定的に捉え、良さを伸ばしていくよう、関わり方に留意し、自己
発揮に繋げている。
○教師自身が丁寧な言葉がけや関わり方などモデルとなるよう留意したり、幼児一
人一人の行動や考え方が認め合える雰囲気を大切にしていくよう心がけている。
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⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す機
会と捉え、工夫、改善しているか。

○年間をとおして行事のあり方、ねらい等を再検討し、幼児の実態や興味関心に即
した行事を計画し、実践していった。
○行事の経験、体験から独自の遊びへと発展させることが出来、その中で幼児一人
一人が自己発揮し、主体的に取り組もうとする姿が見られるようになった。
○恒常的に取り組んでいる行事は、期待感をもって取り組めるので、継続する意義も
感じられる。
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⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、な
めらかな接続に努めているか。

○同小学校区の保育園との３園交流について、年度当初より計画を企て、今年度も
同日に小学校見学ができたことは、今後に向けてよりよい連携となった。
○育ちの応援シート活用により、年中時から小学校を見据えて、小学校と情報共有
をすることができている。
○園児交流は実践できたが、職員間の交流（授業公開・保育公開等）は実践できな
かった。 3

家庭・地域との連携 ⑦家庭・地域との連携
幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未就
園児等）との協力関係はできている
か。

○地域の方を講師に招いたり、幼児が地域へ出かけたりすることで、地域で育つ幼児
の育成を意識して、あたたかな交流の機会をもつことができた。
○日々の登降園時の会話や個人懇談、学級懇談などの機会を捉え、成長や課題の
情報共有について努めている。
○日々の幼児の様子や園の活動等、リアルタイムで情報提供ができるようブログを活
用している。
○預かり保育利用児が増えていることから、保護者との直接的なやりとりが難しくなっ
ている。
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○ブログのこまめな発信により、幼稚園での様子をリアルタイムのように
見ることが出来、保護者の方も楽しみにされている。
○取り組み状況や評価から、粘り強く対応、発信されている。
○園長自らブログを立ち上げ、地域・保護者への情報提供を積極的に
行っている。園児確保につながると良い。
○ブログが充実していて日頃の取り組み、特色ある園活動がよく分か
る。様々な方法で、こまめな情報発信に努めてほしい。
○園だよりやブログで園の様子をきめ細かく発信されいている。これが
園児確保につながると良い。園の良いところを発信しつづけてほしい。
○コミセンとのサツマイモ作りなど地域との繋がりを頑張っている。
○核家族が多い中、地域の高齢者との関わりは貴重である。

○心通い合う信頼関係を築くためにも、日々の出会いを大切にし、担任
のみならず、声をかけて園での様子を伝えるなど、全職員で園児を支え
ていることに安心感をもたせる。
○日々のブログでは分かりやすい掲示の仕方に留意し、タイムリーな情
報提供をしていくことで、保護者や地域への幼稚園発信を促進してい
く。

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・研
修の機会を自己研鑽の場として受け止
め、進んで研究・研修に取り組んでい
るか。

○今年度から新主題、サブテーマを掲げ、研究に取り組んできた。学期に1回程度
「記録日」を設け、保育の視点から「やってみよう！シート」を活用し、研究協議を深
めていった。そこから捉えられる幼児理解、発達について話し合いを深めることができ
た。
○園内研究会に講師を招き、保育や取り組みの見直しを図ることが出来た。
○園外研修については、それぞれが復命し、職員間で共通理解することが出来た。
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○教職員の意識の高さをいろいろな行事や活動を通して感じる。
○教職員それぞれが自己研鑽に努め、幼児達と正面から向き合う姿
勢がうかがえる。

○今年度は研究主題を見直し、その1年次として取り組んできた。各学
期に記録日を設け、職員同士が他学級の保育を見て協議をすること
で、幼児の捉え方や今後の方向性を見いだすことができた。今後も継
続的に研究を続け、機会を見つけて指導員を招き、本園の取り組みや
保育の評価をいただきながら、更に研鑽を深めていきたい。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画的
に園務を遂行しているか。

○園務分掌について、計画的に業務を進め、それぞれが責任を持って果たしてき
た。
○報連相を心がけ、職員同士が協力し合って取り組むことで、作業時間の短縮に努
めてきた。
○園行事の共通理解を図るため、休憩時間（給食等）を利用して話し合い、内容確
認に努めた。
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○計画的に遂行できている。
○園内の職員同士の協力関係はとても大切であり、情報共有の努力を
要する。
○多忙にならないように、職員は健康と笑顔で過ごせる毎日でいてほし
い。

○職員一人一人の分掌において、計画的に進めていくことに努め、職
員間同士の協力体制を強化し、互いに助け合いながら任務を遂行して
いく。
○時間の有効活用に留意する。

安全管理・保健管理 ⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛生の
管理体制を全教職員が理解し、適切な
対応に努めているか。

○年3回の避難訓練に加え、防犯教室、そして夏休みには自主的に預かり保育時の
避難訓練を実施するなど、職員の災害や防犯に対する意識が高くなってきている。
○実際に地震発生時の初動について、職員間で共通理解の上、敏速に行動できた
ことは評価に値する。
○消防署や交番、まちの安全指導員さん等、専門の指導を受け、反省と評価を次
時へ活かすよう努めてきた。
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○近隣の施設とも情報共有しながら危機管理に努めている。
○メールによる情報連携に努め、定期的なシステム確認も適宜行って
いる。
○1月の地震における避難、誘導を含め、園児の安全確保と保護者へ
の対応が迅速であった。
○当園は市の緊急の避難所施設に指定されている。住民避難も想定
した防災計画を策定する必要があると思う。

○様々な状況を想定し、計画的に避難訓練、防犯訓練等を実施す
る。専門機関の指導を受けなら、振り返り、次時へつながるよう一人一
人が自覚して緊急事態に対応できるようにしていく。
○幼児の健康や衛生面に留意し、日々の声がけに努めることと、消毒
や医薬品等の管理は徹底していく。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具等の
施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を定
期的に点検し、必要な改善・管理を
行っているか。

○毎月、安全点検を実施し、複数の目で園舎内外に危険箇所が無いかを確認して
いる。
○異常な箇所については、速やかに担当課と連携をとって改善・管理に努めている。
○園舎の構造上、防犯や災害について不便な部分があるが、そこをどう補っていくの
かを考える余地がある。

3

○まさかの事態はどんな場所にも潜んでいることからも、安全第一で取
り組んでほしい。

○定期的な点検はもとより、日々使う部屋や動線において危険な箇所
は無いか常に見て確かめるよう心がけていく。
○危険箇所や気になる点等あれば、早急に市の担当課へ連絡をし、
早急な対応に留意する。

※自己評価の評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点

評価結果を踏まえた今後の取り組み

○年々内容が充実してきている。一人一人の幼児の力を引き出せるよ
うな場面設定があり、幼児もよく応えている。
○計画的かつ組織的な指導の重要性をよく理解して進められている。
○情報を共有しつつ、幼児それぞれがのびのび自己発揮できるよう努
力されている。
○教職員が園児に対し、一人一人丁寧に関わり、のびのび楽しみなが
ら園生活を送っている。
○幼児一人一人に寄り添った関わりに感心する。
○「先生の対応がとても良い」と保護者の方から聞いた。
○月末の「担任会」等で保育計画について具体的な方策を見いだすな
ど、工夫されている。
○保護者アンケート結果からも、全体的に保護者の方が、幼稚園の教
育活動に満足していることがわかる。
○発表会の内容は幼児たちの興味関心があるものが盛り込まれ、それ
ぞれの年齢らしさ、生き生きと演じる姿が素晴らしい。(複数回答）
○幼児教育は本の読み聞かせ、山登りなど自然とふれあう機会を多く
取り入れていただきたい。
○園外活動を多く取り入れ、地域とのふれあいを大事にした活動が
多々あり、実体験による幼児たちの成長につながっている。
○幼児園バスの活用による園外での体験が出来る強みがある。今後も
バス利用による園外活動を積極的に取り入れてほしい。
○教育保育実践について、意欲的に工夫改善努力されていて、保護
者からの評価も高くなってきている。自信を持って取り組んでいってほし
い。
○幼児の自己肯定感が向上するような関わり方を行事では、特に意識
して実施していた。運動会や発表会では幼児の生き生きとした姿（満足
したした表情）が見られた。
○保幼の活動で、小学校へ行ったり、校園長会を行って情報共有をす
るなど保幼小の連携に努めている。
○保護者や市教委等との連携をし、将来の就学先の事も考慮して適
切に支援をしている。必要な情報は就学先に提供し、今後の支援に生
かせるようにしている。
○「架け橋期」の強い幼小連携により不登校傾向の子が減ったとの事
例からも、一層の連携強化に努めていってほしい。
○職員間の交流（幼小）が実現できれば刺激になるのではないか。
○幼児の長時間にわたる電子メディア視聴による影響が指摘されてい
る。健康面も含め、向き合い方を学ぶ機会を増やしてほしい。
○「今後の市立幼稚園のあり方に関する基本方針」が策定され、好ま
しい園児数等の目安が示された。一層の魅力発信と機能強化に努め
てほしい。
○異見の違う相手を排除するのではなく、相手の意見をしっかり聞いて
対応する、幼少時から「寛容」「慈悲」「不殺生」の心を養ってほしい。

○本園の教育課程について、再度見直しを図り、すべての職員が共通
理解のもと、各学年におろしてねらいを定めて保育計画を進めていける
よう、実践を重ねていく。

○引き続き担任会を計画的に実施し、幼児理解に努め、それぞれの保
育計画について審議したり、よりよい方策を練り出したりすることについて
留意する。

○支援を要する幼児の見極めに努め、職員間で支え方を共通理解し、
専門機関との連携を図りつつ、具体的な支援法を探っていく。

○職員一人一人がしっかりと人権意識をもって、幼児は勿論、保護者
や職員、そして地域の人々と接し、温かい人間関係の構築に心がけて
いく。また物事の善悪の判断を明確にし、それが幼児にも伝わるよう関
わり方に留意していく。

○これまでの年間行事を見直し、継続するもの、検討するものなど取捨
選択し、園の取り組みにふさわしい、行事の精選を実施していく。

○地域へ積極的に出かけ、自然や人材、歴史など地域のもつ素晴らし
さを幼児教育に取り入れていく。

○令和7年2月に県の教育センターから「しまねの架け橋期の教育ガイ
ド」が発行され、学びをつなぐ幼小の接続について具体的に示された。
そこで、今後更に幼小連携の重要性が高まることを鑑み、子供同士の
関わりやつながりを大切にしつつ、職員間でも共通理解に重点を置い
て、連携を深めていく。


